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情報セキュリティに関する基礎知識から、専門知識まで幅広い学習が
可能です。

企業によってルールは異なります。だから、企業ごとにオリジナルｅラー
ニングで問題集を作成しましょう。より実効性の高い周知・教育が可能
になります。

情報セキュリティマネジメント基礎編のように、全従業員が受講する講座は、
情報セキュリティに関する基礎的な知識を身につけることを主な目的として
います。

さらに専門的な知識等が必要な構築、内部監査の担当者、経営者の方には、受講
していただく講座をそれぞれ別に用意しています。

ほとんどの講座で、各講の理
解度テストを受け、最後に修
了テストを受けます。テスト
は80点以上で合格です。

管理者は、全体の進捗確認等
を目的として、全従業員の履
歴を確認することができます。
受講の遅れている人には、作
業を促すようにしましょう。

文書運用管理を
利用し受講を促
しましょう。

受講やテストの
履歴が残ります。

押しつけただけの教育にならないように、ゆっくり何度でも周知・教育を行う必要があります。

各講座とも、修了前にはテストを受けるしくみになっています。学習の結果がはっきり

わかるので、受講者自身にとって成果が確認でき、管理者にとっては評価がしやすいシ

ステムです。（経営層理解編のみテストはありません）

ｅラーニングシステム3

①コース名、
概要を入力。

③ページごと
に内容を入力、
合格点を設定。

④問題や答え
を作成、登録。

⑤作成したコース
を登録して完成！

「自社の何についてのテ
ストなのか」がしっかり
明記されていれば・・・

わからない＝調べる

テスト実施＝覚える

通常の周知教育の他に
も新入社員研修にもご
活用ください。

②学習内容によっ
てページを分け、
タイトルを決定。


